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1 はじめに
1. 1 人称代名詞複数形について
近世中国語における人称代名詞の複数形は主に2つの形式で構成される。そ
の1つは、人称代名詞に｢們｣・｢毎｣を付けて作られ、もう1つは｢અ｣である（俺
の一部は複数を表す）。｢們｣・｢毎｣を付けて構成される複数形は、主に｢我們｣・
｢我毎｣、｢俺們｣・｢俺毎｣、｢અ們｣・｢અ毎｣、｢你們｣・｢你毎｣、｢他們｣・｢他
毎｣のようなものがある。
本稿では、『金瓶梅詞話』を中心として、さらに元代の『元刊雜劇三十種』、『關
漢卿戲曲集』、『老乞大』、明代の『翻訳老乞大』、明末清初の『醒世姻縁伝』、清
代の『聊齋俚曲』、『老乞大新釈』、『重刊老乞大』および『紅楼夢』、『児女英雄伝』
などを用い、中国語における人称代名詞複数形の成立過程について通時的考察
を加える。
1. 2 『金瓶梅詞話』について
『金瓶梅詞話』は、蘭陵笑笑生の著であり、全10巻で、全100回から構成され
ており、全字数は80万余である。『金瓶梅詞話』は、白話小説の伝統的言語形式
を打ち破り、一般庶民の日常における言語生活の実態に徹底的に則して書かれ
ている。この小説は16世紀末に成立し、中国文学史上、重要な転換点をなす写
実小説として非常に有名である。また、写実主義の小説として非常に優れてい
るばかりでなく、当時の口語形式の口頭語の実態にきわめて近いものを伝える
｢方言調査報告書｣とも言えるものである。
この小説は山東方言を基礎として書かれており、16世紀末から17世紀初期に
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かけての山東南部方言を記録している。その記録によって我々に向かって発信
されるものは音声、語彙、文法の各情報に亘っている。
2 第一人称複数形および変遷
第一人称に複数形は｢我們｣・｢我毎｣、｢俺們｣・｢俺毎｣、｢અ們｣・｢અ毎｣・
｢અ｣などを指す。ここで、これらの複数形にどのような意味差があるかを考
察し、さらに、｢我們｣と｢俺們｣、｢અ們｣の変遷を考察してみる。
2. 1 ｢我們｣・｢我毎｣、｢અ們｣・｢અ毎｣、｢俺們｣・｢俺毎｣
まず、｢我們｣と｢我毎｣は、唐代で｢我弭｣という表記で表す。宋代で、｢我
懣｣、｢我門｣のような表記も出てきた。例を見てみよう（（1）は呂叔湘の例であ
り、（2）・（3）は太田辰夫の例である）。
（1）  ⲻᇮ᳌ᅣᅷ㟛ᓳ㸶Ꮂㇵ䖁ৠ೼ҀǄϔ᮹ˈ㸶ᎲᮽߎǄᇮ᳌ଣ᳝ԩ䰸ᬍǄ
ㄨ᳄Ā⛵໻䰸ᬍˈଃⲂ䘤ন㳔Ёࠎ৆Ǆāᇮ᳌ϡⶹⲂᰃ䘤নྦྷˈ䃖ᰃᅫ
ҎˈԢ丁ЙПˈ᳄Ā៥ᔁ⭊ᆊ≦㰩ᕫⲻⲂ䘤՚Ǆā㸶Ꮂ⚎䕼Пˈⱚ໻ュǄ
Ǎ˄಴䁅䣘ǎ˅
（2） ៥ិг㽕᠄ˈԚ⛵ҎЏℸџǄ˄ 䞛⷇᠄ࢱ䣘ϝᳱ࣫ⲳ᳗㎼˅
（3）  བҞং↎ᕠˈ㢹ᰃ៥䭔ᬫˈᕫ⠽гخЏϡᕫǄ˄ ㌍㟜⬆ᆙ䗮੠䣘ˈϝᳱ࣫
ⲳ᳗㎼ᓩ˅
2. 2　『金瓶梅詞話』における第一人称代名詞複数形
『金瓶梅詞話』で、｢我們｣と｢我毎｣の2つの形が用いられる。｢我們｣の用例
は35回で、｢我毎｣は16回である。例を見てみよう。
（4）  䗭㢅ᄤ㰯ᕫϡⱘ䗭ϔ㙆ˈ䍄՚ᇡ㸚Ҏ䁾 Ā˖བℸ䗭㠀ˈ៥ץᕔ䰶㺵এʽā
˄E ̚ ˅
（5）  ԃ⠉䘧 Ā˖Դᣓ㘇ᴊˈ៥ᇡԴ䁾ˈ໻ᅬҎᮄ䖥䂟њ㢅Ѡહ㸼ᄤᕠᏋܦਝ䡔
ܦњˈϡ㽕ԴᆊḖྤњǄҞ᮹ϡᰃ៥ץ㏒њҪ՚ˈҪ䙘ᕗԴᆊ՚ઽʽā
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˄E ̚ ˅
（6）  㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖㢹ᰃ៥ץᄈњˈ㽕ԴৗˈԴᗢⱘህ㙢ৗ˛ā˄ D ̚
E˅
（7）  ᔉࢱで໪਀њןϡѺῖТǄষЁϡ㿔ᖗݙᱫ䘧 Ā˖ℸᰖᬭҪㅁ㿜៥ץˈ៥
ܜㅁ㿜њҪ㕋Ǆā˄ D ̚ ˅
（8）  ѠҎ䛑ᜠњ᠟㝇ˈ䂀䘧 Ā˖བℸᗢњ˛ђ࿬䙂㮣៥↢ࠛןǄᘽ᳝䞡ฅˈϡ
ᬶ᳝ᖬʽā˄ D ̚ ˅
（9）  ᮷Ҫ༂њ׎ܽןϔๆˈ乃ⱘ៥↢䂟હϡⱘˈહএࠄ䙷㺵ˈ⬹തതܦህ՚
г㕋ʽ˄E ̚ ˅
（10）  ယᄤ䘧 Ā˖៥↢䁾ןڏ䁅ܦˈԴᆊᅬܦϡ೼ˈࠡᕠএⱘᘕぎ㨑㨑ⱘˈԴᰮ
໩ϔןҎܦϡᆇᗩ咑˛ā˄ D ̚ ˅
（11）  ਝ᳜࿬䘧 Ā˖ᖭᗢⱘˈ䙷㺵㑨՚Сࠄህ㟛Ҫৗˈ㕋ʽਠҪࠡ䙝キⴔˈ៥↢
ህ䍋䑿Ǆā˄ D ̚ ˅
さらに、｢અ們｣の用例は5回で、｢અ毎｣は63回で、｢અ｣は310回が見られる。
例を見てみよう。
（12） ᳜ ࿬䘧 Ā˖㽟ᰃϟ䲾ˈਠןᇣᒱᆊ㺵পⲂ㹘ᴹઅץこǄā˄ D ̚
E˅
（13） 䙷㭯ྥᄤതህˈᡞ䙷ןᇣড়ܦᧁ䭟ˈ䂀䘧 Ā˖અץ≦᳝⫮咑ᄱ䷚ˈᢣᕫᰃ
ЏҎᆊᑒןկԯⱘ㦧ᄤܦˈ⃞⭊⥏ᮄā˄ D ̚ ˅
（14） ᳜ ࿬䘧 Ā˖ྥཊཊˈԴݡԣϔ᮹ܦᆊএϡᰃʽ㭯ྥᄤՓҪᕦᓳপњो՚ˈ
અᰮ໩ᬭҪᅷोઅץ㙑Ǆā˄ D ̚ ˅
（15）  ⥝ῧ৥䞥㫂䘧 Ā˖䗭ᑦџઅᇡҪ⠍䂀དϡᇡҪ⠍䂀ད˛໻ྤྤজϡㅵˈ׬
ᗑ䙷ᒱⳲןᅝᖗˈઅ↢ϡ㿔䁲ˈҪ⠍জϡⶹ䘧ˈϔᰖ䙁њҪ᠟ᗢⱘ˛ā
˄E ̚ ˅
（16） ᕠ䙞䂟ϝԡ᏿⠊՚ˈઅ↢Ϩ㙑ҪᅷϔಲोⴔǄ˄ D ̚ ˅
（17）㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖Դ≦ৗ⫮咑ܦˈਠϿ丁ᣓ仃՚અ↢ৗǄ៥г䙘≦ৗ仃ઽʽā
˄E ̚ ˅
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（18）ឝԃ⠉䘧 Ā˖Ⳳㅛ႖ᄤ᳝ℸ䁅ʽӥઘ៥ǄԴݡএଣ㙆႖ᄤ՚ˈઅད䍋䑿Ǆā
˄E ̚ ˅
（19）  Դᖿẇњ丁ˈ㞾䘢এ੠ᴢ⫊ܦ䁾এǄઅܽןҎ↢ҎߎѨ䣶䡔ᄤˈᬭᴢ⫊
ܦᣓߎϔܽ՚Ǆ˄ D ̚ ˅
（20）  ᳜ ࿬䘧 Ā˖Դⳟˈ≦ߚᲝǄϔןҎⱘᔶг㛿њˈ䮰ষ䛑䦏ԣˈ࣎∈гϡ䘆
՚ˈ䙘མᛇᣛᳯད˛અϔຕᠧ哧ϔຕ⺼᮫ˈᑌⱘҪ㢹དњˈᡞỎᴤህ᤼
㟛Ҏˈгϡؐ⫮咑Ǆā˄ D ̚ E˅
（21）  䗭ਝ໻㟙䗷ᖭ䘆এˈᇡ᳜࿬䁾 Ā˖ྤྤˈԴᗢ咑䗭ㄝⱘ˛ᖿӥ㽕㟦ষʽ㞾
সҎᚵ⾂ϡᚵˈҪ⬋ᄤ⓶䷬ⴔઅᛍ໮ⱘᴀ䣶ˈԴབԩ䗭ㄝᕙҎ˛དৡܦ
䲷ᕫˈᖿӥབℸʽā˄ E ̚ ˅
次に、｢俺們｣は53回で、｢俺毎｣は355回である。例を見てみよう。
（22）  ⭊߱೼ᆊᡞ㽾⓶ᄤ⫼↦㮹ᫎ⅏њˈ䎳њ՚ǄབҞᡞ׎ץгৗҪ⌏ඟњǄ
ᓘⱘ⓶ᄤ⚣ⴐ䲲ϔ㠀ˈ㽟њ׎ץ֓ϡᕙ㽟Ǆ˄ E ̚ ˅
（23）  䶧⥝䞻䘧 Ā˖׎ץࠄᆊг᳝ϝ᳈໮њǄā˄ D ̚ ˅
（24）  ԃ⠉᫨ԣ䘧 Ā˖ᵅᆊˈԴг䁾㙆ܦʽ׎ץצᰃ᳟টˈϡᬶᬷǄϔן㽾ᆊ䛑
㽕এˈ≜ྼ໿জϡ䱨䭔ˈ䶧ྼ໿㟛ӏ໻Ҏǃ㢅໻㟙䛑೼䭔㺵ˈ䗭અ㑨ϝ
᳈໽⇷ˈ䭔г䙘᳾䭟ˈᜠⱘ⫮咑˛䛑՚໻തಲܦˈᎺে䮰Ⳃ䙘᳾њઽʽā
˄E ̚ D˅
（25）  ಴䂀䘧 Ā˖Դ↢Ϩ໪䙝׭׭ܦˈᕙ׎↢ৗ䘢䜦䏶ϝ䎥Ǆā˄ D ̚
˅
（26）៤᮹ᡞ儖ᙄԐ㨑೼Ҫ䑿Ϟϔ㠀ˈ㽟њ䁾г᳝ュг᳝Ǆ׎↢ᰃ≦ᰖ䘟ⱘˈ
㸠ࢩህⳌ⚣ⴐ䲲ϔ㠀ˈ䊞ϡ䗶ད⅏䅞ᖗⱘᔎⲫʽ˄D ̚ ˅
（27）  䞥㫂䘧 Ā˖࿬ᰃן໽ˈ׎↢ᰃןഄǄ࿬ᆍњ׎↢ˈ׎↢偼⾓ᠴⴔᖗ㺵Ǆā
˄D ̚ ˅
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2. 2 第一人称複数形の意味差
第一人称代名詞複数形の意味差を分析するならば、よく用いられる概念は
｢除外形｣と｢包括形｣である。｢除外形｣と｢包括形｣の異なるところは2つがある。
１つは、｢除外形｣が聞き手を含まず、発話者の側を指し、｢包括形｣とは聞き
手と発話者とも含まれるというわけである。もう１つは、｢除外形｣では第三
者が含まれ、｢包括形｣が第三者を除外するというわけである。
まず、｢俺們｣と｢અ們｣・｢અ｣について分析してみる。
『金瓶梅詞話』のうち、｢俺們｣（｢俺毎｣を含む｣）は｢除外形｣で、｢અ們｣（｢અ
毎｣・｢અ｣を含む）は｢包括形｣を表し、この二者の区別を整然と示す。たとえ
ば、以下の例（28）では、陳經濟が使っている｢俺們｣は聞き手としての｢銀姐｣
を除外し、陳経済自身や月娘などの第三者を指している。例（29）では、應伯爵
が使っている｢俺毎｣は聞き手としての西門慶を除外し、自分と第三者の謝希
大を指している。例（30）は孫雪娥の発話で、｢અ們｣の意味は第三者としての
｢他｣（潘金蓮）を除外し、自分と呉月娘などを指す。例（31）では、｢અ毎｣は薛
内相自分自身と劉家を指す。｢અ｣の意味は｢અ們｣と同じである。例を見てみ
よう。
（28）  䱇㍧△䏃Ϟᬒњ䀅໮㢅⚂ˈ಴ਠ Ā˖䡔ྤˈԴᆊϡ䘴њˈ׎ץ䗕Դࠄ
ᆊʽā˄ D ̚ ˅
（29）  㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖៥ⶹ䘧ǄāѢᰃ㟛ឝ䃱ѠҎⳌ㽟㙆䃒ˈ䁾䘧 Ā˖હ᯼᮹ⴔᛅᆊ
՚њǄ׎↢⫮ᰃᘴҪᆊǄᕲࠡᏇᕔહ೼ԴᆊՓ䣶䊏⠽ˈ䲪ᬙϔᰖϡ՚ˈ
ӥ㽕ᬍњ㜨ܦ㑨དǄā˄ D ̚ ˅
（30）䲾㳒ᡊ㨫᳜࿬ˈᕙⱘ㸚Ҏᬷএˈᙘᙘ೼᠓Ёᇡ᳜࿬䁾 Ā˖࿬гϡ⍜⫳⇷Ǆ
⇷ⱘԴ᳝ѯད⅍ˈ䍞ⱐϡདњĂĂ⬭ⴔҪ೼ሟ㺣خ⫮咑ˈࠄᯢ᮹≵ⱘᡞ
અץгᡃϟ∈এњǄ˄ D ̚ ˅
（31）˄㭯ݙⳌ˅಴৥࡝໾ⲷ䘧 Ā˖࡝ᆊʽઅ↢ᯢ᮹䛑㺰⾂՚ᝊ䊔Ǆā
˄D˅
（32）⥝ῧ䘧 Ā˖៥䗭㺵㙑໻᏿⠊䁾ュ䁅ܦઽˈㄝ㙑䗭ןǄ䁾њュ䁅ܦˈઅএǄā
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˄E ̚ ˅
（33）  ┬䞥㫂䱼॑ਠᄳ⥝ῧ Ā˖અ䗕䗕Ҫܽԡ᏿⠊এˈህࠡ䙞ⳟⳟ໻ྤˈг೼ሟ
㺵خ䵟ઽǄā˄ D ̚ ˅
ここで、特に聞き手について説明する必要がある。聞き手とは、通常発話者
と対面している人で、これは直接の聞き手と呼ぶ。もう1つは発話者が直接聞
き手に対して話しているとき、ほかの人を聞き手として想定して話している。
このように見えない聞き手は隠れ聞き手と呼ぶ。たとえば、前文にある例（29）
では、発話者は應伯爵で、聞き手は西門慶である。しかし、應伯爵が最初に
｢俺毎甚是恠他家｣と言い、続いて｢從前巳往哥在你家使錢費物｣と言った。そ
の中にある｢他家｣、｢你家｣はすべて｢李桂姐家｣と指す。｢他家｣とは直接聞
き手の西門慶に対して言ったもので、｢你家｣とは隠れ聞き手としての｢李桂
姐｣に対して言ったものである。
このように聞き手を定義するならば、ある｢俺們｣が包括形を表すと言われ
る用例に対して、視点を変えて分析すると、やはり｢俺們｣が除外形を表すこ
とが分かる。例を見てみよう。
（34）  䞥㫂ᖭ᥼⥝ῧˈᣛ㟛Ҫ⵻ˈ䂀䘧 Ā˖ϝྤྤˈԴⳟʽ䗭ןᰃ䱨ຕ㢅ᆊ䙷໻
Ͽ丁ˈϡⶹϞຏ⵻㢅ܦˈⳟ㽟׎ץ೼䗭㺵ҪህϟএњǄā˄ D ̚
E˅
（35）  ⥝ῧ䘧 Ā˖Ҫϡᰃ؛ᩛ⏙ǄҪ᳝ᖗг㽕੠ˈাᰃϡད䁾ߎ՚ⱘǄҪ䁾Ҫᰃ
乼㗕ယϡϟ⇷ˈצᬭ׎↢خߚϞˈᗩ׎↢Йᕠ⦋㿔⦋䁲䁾ҪǄᬶ䁾Դܽ
ষᄤ䁅ˈᏂг㰻׎↢䂀੠Ǆā˄ E ̚ ˅
例（34）では、直接の聞き手は孟玉楼であるが、隠れ聞き手は｢那大丫頭｣で
ある。｢俺們｣が用いられ、隠れ聞き手を除外して話している。例（35）では、
直接の聞き手は潘金蓮で、隠れ聞き手は呉月娘である。この場合にある｢俺
們｣とは呉月娘に対して使われるもので、当然｢呉月娘｣を除外している。
｢અ們｣がそれ以外に活用されている用例も見られる。たとえば、実際に発
話者あるいは聞き手が含まれない場合、｢અ們｣も用いられる。このような用
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例は発話者がレトリックとして使っているものである。例を見てみよう。
（36）  વ໪䘧 Ā˖Ăাᰃઅࠡ᮹䜦ᐁПЁˈᏇᡞᇣⱘᄤ䀅ϟҪњǄā˄ E
̚ D˅
（37）  ᯹ṙ䘧 Ā˖અ䗭䞠䊋ϔןकϝಯⅆϿ丁ᄤ㟛Ҫ᠓㺵Փ୮Ǆā˄ E ̚
˅
（38）  㭯႖䘧 Ā˖Ă㘲ᕫઅᆊ䭔໪໻࿬ᄤ㽕႕ˈ⡍՚㽟ྥཊཊ䃯䂀㽾џǄā
˄E ̚ ˅
（39）  㭯႖ܦ䘧 Ā˖Ă㢹೼અᆊ䞠ˈҪᇣনܦᗢᕫ↎њҪˈ䙘ᰃқ᳝丁ǃډ᳝
ЏǄצ䙘㰻њઅᆊᇣ໻ྤ᯹ṙˈ䍞ϡ䘢࿬ܦץᚙ㝌ˈᏂҎ䊋њষỎᴤ䷬
њҪሡ佪ำඟњǄā˄ D ̚ ˅
例（36）、（37）では、｢અ｣は聞き手を含まず、例（38）、（39）では、｢અ｣は発
話者を含まない。このようなレトリックを通して、聞き手との関係が親しくな
ることを表現できる。
次に、｢我們｣について分析してみる。
｢我們｣（｢我毎｣を含む）は、｢અ們｣が｢包括形｣を表し、｢俺們｣が｢除外
形｣を表すというように明確な特徴を持っていない。『金瓶梅詞話』では、｢我
們｣は｢包括形｣も表せるだけではなく、｢除外形｣をも表すことができる。例
を見てみよう。
（40）  䙷ឝԃ⠉തњˈাㄝ䃱Ꮰ໻ࠄǄ䙷ᕫ㽟՚ˈ֓䘧 Ā˖៥ץܜതњ㕋ˈㄝϡ
ᕫ䗭ῷ஀خ԰ⱘǄā˄ D ̚ ˅
（41）  㽓䭔ᝊህ৥ⱑ՚ࡉ㘇䙞䁾䘧 Ā˖៥ץ㟛䙷㢅ᄤ䋁њˈা䁾䘢њ᮹Ёˈ㨷რ
ܦϡ՚ˈ৘㕌ЏҎϝ໻⹫Ǆā˄ D ̚ ˅
（42）㸚Ҏ䘧 Ā˖ᰃ֓ᰃњˈԴϨএিҪ䘆՚ˈ៥ץ㑨དৗǄā˄ E ̚
˅
（43）  ᳌ス䘧 Ā˖ᅮ∖ᬊњˈ㑨ད䷬㮹Ǆϡ✊៥ץ㮹гϡདᣓএǄā˄ D
̚ ˅
（44）  ⥝ῧ䘧 Ā˖㕉៥↢г㕋ˈབԩ䗷໻ྤг㕉䍋⎿်՚њ˛≦ῑ䘧ⱘ㸠䉼
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ᄤʽā˄ D ̚ ˅
例（40）、（41）では、｢我們｣は発話者と聞き手の両方とも含み、例（42）、（43）、
（44）では、聞き手が含まれない。したがって、｢我們｣は｢包括形｣を表すとも
｢除外形｣を表すとも言えない。文脈次第で、｢包括形｣と｢除外形｣のいずれ
を表すのかが判断しうるのである。南方系官話においては、｢我們｣しか使わ
れなく、｢我們｣はこの特徴を持っている（呂叔湘 江藍生 1985）。『金瓶梅詞話』
における｢我們｣は南方系官話から伝わってきたという可能が高い。以下に述
べてみる。
第一、｢我們｣は各回における分布は普遍的ではなく、｢我們｣が用いられる
回数は相当少ない。分布状況は以下の表1の通りである。
表1　｢我們｣の分布表
回数 我們（我毎） 回数 我們（我毎） 回数 我們（我毎） 回数 我們（我毎）
001 6 026 1 051  076  
002  027  052  077  
003 1 028  053 3 078  
004  029  054 13 079  
005 2 030  055 3 080  
006  031 1 056  081  
007  032  057 2 082  
008 1 033  058 1 083  
009  034  059  084  
010  035  060  085  
011  036 1 061  086  
012  037 2 062  087  
013 2 038  063  088  
014  039  064  089  
015 1 040  065  090  
016  041  066  091  
017  042  067  092  
018 1 043  068  093  
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019 1 044  069  094  
020 1 045  070  095  
021 3 046 1 071  096  
022  047 1 072  097  
023 1 048  073  098  
024  049  074  099 1
025  050  075  100 1
分かりやすいように、表1に基づいて、以下の図1を作成する。
図1各回における｢我們｣の分布図
表1と図1から見ると、『金瓶梅詞話』全篇において100回中で、｢我們｣は24
回しか見られず、76回中では、｢我們｣が用いられない。これは不思議な現象
であると言えるであろう。その24回の中で、第6、53、54、55回では、25回の
｢我們｣が集中し、｢我們｣の総数の約50％を占める。特に、54回では、にわか
に13回の｢我們｣が出現することが注目される。従来、第53 ～ 57回は南方｢陋
儒｣の偽作だと指摘したが、｢偽作｣であるかないかははっきり言えないとは
いえ、この視点からすると、南方系に属する人が混入させた部分があるはずで
あると考えうる。しかし、どのような方式で混入させたのかは、やはり検討す
る必要がある。
第二、｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣とを比べると、｢我們｣のほうがかなり少
ない。合計すると、｢અ們｣は378回で、｢俺們｣は388回だが、｢我們｣は51回
しか用いられなく、｢અ們｣、｢俺們｣とはバランスを欠いている。以下の図2
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を見てみよう。
図2 ｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣の比べ図
この図から見ると、『金瓶梅詞話』では、｢包括形｣を表す｢અ們｣と｢除外
形｣を表す｢俺們｣という対立する第一人称複数形が明確であるが、両者の言
語的地位は平等である。｢我們｣は｢અ們｣、｢俺們｣のような地位を獲得できず、
南方から伝わってきたため、｢我們｣は定着しにくい。いまだに、蘭陵方言で
は、この｢我們｣はまだ定着していない。
｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣との変遷状況に対して、歴史的に考察しなけれ
ばならない。
　
2. 3 ｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣との変遷
南方系官話では、｢અ們｣がなく、すべて｢我們｣を使ってしまう（呂叔湘 江
藍生 1985）。たとえば、馮夢龍（1574～1646）が編纂した『警世通言』、『醒世恒言』
の中で、合計で106回の｢我們｣の用例が見られる。｢અ們｣の用例は2回しか見
られない。もちろん、この2回はやはり検討する必要がある。例を見てみよう。
（45）  ⋲䊧㟛儣⫳仆䜦ˈ䁾䘧 Ā˖៥ץⱘ⾕џˈ᯼᮹ԩҭྥ䍈᳗ಲ՚ˈⶹ䘧њˈ
໻ⱐᛅᗦǄā˄Ǎ䄺Ϫ䗮㿔ǎ˅
（46） ៥ץাᕫ㟛Ҫᅠህ䗭㽾џࠛןǄ˄Ǎ䄺Ϫ䗮㿔ǎ˅
２１２ 言語文化研究 第２９巻 第１号
（47）  Й႑䘧 Ā˖ྍᄤˈԴᰃᯢ⧚ⱘҎˈ៥ץ䗭㸠᠊Ёˈা᳝䊸䊋ˈ䙷᳝䊸
䊷˛ā˄Ǎ䝦Ϫᘦ㿔ǎ˅
北方系方言（中原官話・北方官話を含み）において、『金瓶梅詞話』の前後に成
立した作品では、｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣の使用状況はどのような様子で
あるか。ここで、考察してみる。『金瓶梅詞話』以外に、用いる資料は元および
代の『元刊雜劇三十種』、『關漢卿戲曲集』、『老乞大』＊、明代の『翻訳老乞大』、
明末清初の『醒世姻縁伝』、清代の『聊齋俚曲』、『老乞大新釈』（1761）、『重刊老
乞大』（1795）および『紅楼夢』、『児女英雄伝』の十種である。これらの資料の中
で、『元刊雜劇三十種』、『關漢卿戲曲集』、『紅楼夢』、『児女英雄伝』は北方官話
に属し、『金瓶梅詞話』は中原官話に属すると見られる。なお、ここで、本論文
では『醒世姻縁伝』、『聊齋俚曲』は中原官話に属するものとする。｢我們｣には
｢我毎｣が含まれ、｢અ們｣には｢અ｣が含まれ、｢અ們｣、｢俺們｣の出てこない
作品では、一応｢અ｣、｢俺｣の用例回数を挙げ、備考欄で｢અ｣、｢俺｣と示す。
結果は以下の表2のように表示する。
表2 各作品における｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣の分布表
作品名 所属 ｢我們｣ ｢અ們｣ ｢俺們｣ 備考
『元刊雜劇三十種』 北方官話 0 191 408 ｢અ｣は主流である。｢俺｣
『關漢卿戲曲集』 北方官話 2 27 283 ｢અ｣、｢俺｣
『老乞大』 北方官話 0 92 183 ｢俺｣は主流で、｢俺毎｣1例
『翻訳老乞大』 北方官話 4 90
『金瓶梅詞話』 中原官話 51 378 388
『醒世姻縁伝』 中原官話 339 371 51
『聊齋俚曲』 中原官話 292 307 ｢俺｣
『老乞大新釈』 北方官話 48 81
『重刊老乞大』 北方官話 46 79
『紅楼夢』 北方官話 1226 610 2
『児女英雄伝』 北方官話 449 312 2
　
 『老乞大』に関する資料は竹越孝が入力した「『老乞大』対照テキスト」を参考した。
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さらに、この統計に基づき、図2を作成する。図の中で、表における作品は
それぞれ｢元・關・老・翻・金・醒・聊・新・重・紅・児｣と略称する。
図2 ｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣の分布図
以上の表2と図2に基づき、以下の考察を行なう。
第一、元代では、『元刊雜劇三十種』、『老乞大』では、｢我們｣は用いられなく、
『關漢卿戲曲集』では｢我們｣が2例しか見られなく、｢અ們｣と｢俺們｣が主流と
なっている。当時南方系の｢我們｣はまだ北方官話に流入していないことが推
測できる。
第二、明代に入ってから、｢我們｣は文語として北方漢語地域に流入した。た
とえば、『金瓶梅詞話』では、わずかながら｢我們｣を使い始めた。この｢我們｣
の転入経路は詳しく探知できていない。直接南方官話から流入したのか、或い
は｢我們｣を受容した北方官話から流入したのかという疑問が一応残される。
『翻訳老乞大』では、｢我們｣の用例が4回見られ、やはり少ない。この4例の
中で、3例は『老乞大』の｢俺｣から書き直したものである。例を見てみよう。
（48） 㗕в໻˖۬ᬭˈ׎୿њᰖˈ㟛ҪᇛѯএǄ
㗏䀇㗕в໻˖៥ץ୿њᰖˈ㟛ҪᇛѯএǄ
（49）㗕в໻˖䙷㠀㗙ˈ׎㞾خ୿ˈ䤟゜ỔἾ䛑᳝咐˛
㗏䀇㗕в໻˖៥ץ㞾خ୿ᰖˈ䤟゜ỔἾ䛑᳝咐˛
２１４ 言語文化研究 第２９巻 第１号
（50） 㗕в໻˖હહˈ׎↢ᓏএгǄ
㗏䀇㗕в໻˖໻હˈ៥ץᓏএгǄ
『老乞大』における他の｢俺｣は、『翻訳老乞大』では｢我｣に書き直されてしまっ
ている。この事実から考えるならば、｢我們｣はまだ普及していなかったと言
えよう。また、一部の｢俺｣は複数を表すため、｢我｣に書き直されるのは適当
でないであろう。このことからするならば、崔世珍はやはり漢語に対する理解
が不足している可能性があるであろう。このようなところは、『老乞大新釈』と
『重刊老乞大』では、｢我們｣に書き直され、訂正されている。『老乞大新釈』で
は｢我們｣の用例は48回で、『重刊老乞大』では46回である。
『翻訳老乞大』はなぜ｢我們｣を使ったり、なぜこのような誤りを犯したりし
たのであろうか。『老乞大』の改訂作業を行った人は明の使者であり、その使者
が正に南方の人であるから、南方方言の混入する可能性が高いと考えられてい
る。これに関しては、以下の『朝鮮王朝實録・成宗大王實録』卷158、成宗14年
（明成化19年）9月条を参照する（鄭光1995、張全真2003、増野仁 2007）。
 Ϟ䁲ࡃՓ᳄ Ā˖៥೟㟇䁴џ໻ˈԚ䁲䷇ϡৠǄᖙᅌᕫᄫ䷇ℷˈ✊ᕠ䁲䷇ѺℷǄ
ᑌҞ丁Ⳃᅬⳳᰃད⾔ᠡˈќ℆Ҹ䊾ଣᄫ䷏ˈ䂟໻ҎՓ⾔ᠡᬭ㿧ǄāࡃՓ᳄ Ā˖៥䲪
ϡ㿔ˈᕐᖙⲵᖗ⶷Ǆāੑী㨯䊈ˈ䊰䜦ˈ䃖᳄ Ā˖∱ⲵᖗᬭ䁼ˈќ⏅௝ᙙǄā䊈ଳ
᳄ Ā˖׎फᮍҎˈᄫ䷏ϡℷˈᘤ᳝Ꮒ䁸Ǆā
｢અ們｣の使用状況には変化はないが、『老乞大新釈』と『重刊老乞大』では、
一部の｢અ們｣は｢我們｣となっている。
第三、｢我們｣は文語として北方漢語地域に入ったあと、正式な言葉として
使われている。比較的規範的な漢語で書かれる作品では、この｢我們｣がよく
用いられている。たとえば、『醒世姻縁伝』は中原官話に属するが、多くの｢我
們｣が用いられている。しかし、作者は山東省の人であるため、やはり不注意
で｢俺們｣を使っている。ちなみに、『醒世姻縁伝』の言語はかなり規範的である。
第四、『醒世姻縁伝』と同時代である『聊齋俚曲』では、｢我們｣の用例はゼロで、
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｢અ們｣は292回、｢俺們｣は307回である。『聊齋俚曲』は蒲松齡によって書かれ
たもので、極く自然な言語で流れている。このことからするならば、当時中原
官話では、｢我們｣は依然として普及していなかったものと思われる。
第五、清中葉に入ったあと、｢我們｣は文学作品で定着してきた。たとえば、
『紅楼夢』、『児女英雄伝』では、大量の｢我們｣が使われ、結局、｢俺們｣の領地
はすべて奪われてしまった。『紅楼夢』、『児女英雄伝』で見られる各2例の｢俺
們｣は、前文に触れたように作者の文学的手段として使われるものである。田
舎の人が現れると、作者は｢俺們｣を用いている。例を見てみよう。
（51）  ࡝ྐྵྐྵ䘧 Ā˖এњ䞥ⱘˈজᰃ䡔ⱘˈࠄᑩϡঞ׎ץ䙷ןӣ᠟Ǆā˄Ǎ㋙ὐ
໶ǎ˅
（52）  ࡝ྐྵྐྵ䘧 Ā˖䗭ן㦰㺣㢹᳝↦ˈ׎ץ䙷㦰䛑៤њⷦ䳰њǄ䙷ᗩ↦⅏њг㽕
ৗⲵњǄā˄Ǎ㋙ὐ໶ǎ˅
（53） 㗕ယܤ䘧 Ā˖ད䙘ᗩϡདୖʽাᰃ׎ץᣓହ䊴䗕ਸ਼˛ā˄Ǎܤཇ㣅䲘ӱǎ˅
（54）  䖭㽾ᆊ໾໾ৃϡᰃ䙷ϵ᮹ⱘ㽾ᆊ໾໾њˈгこϞ㺭ᄤњˈདᆍᯧཇܤࢻ
ⴔᡞ䙷ϾݴᄤгᨬњǄ㽟њᅝ㗕⠋ˈᢰњϵᢰˈষ䞠䂀 Ā˖དછˈ㽾ᆊʽ
׎ץ೼䗭㺵ৃ㊳᫒њʽā˄Ǎܤཇ㣅䲘ӱǎ˅
｢俺們｣を使っている人は、やはり前文に触れた｢俺｣が使われている｢劉姥
姥｣と｢張太太｣である。特に、例（54）では、｢親家太太｣（張太太）の見掛けは
変わってはいるが、話は引き続き田舎者の口調である。
現在、北方官話では、｢我們｣が定着しており、｢俺們｣は姿を消してしま
い、｢અ們｣は引き続けて使われる。逆に、中原官話に属する蘭陵方言では、
｢我們｣は受容されていない状態であり、｢અ們｣と｢俺們｣は引き続き使用され、
それは｢અ｣、｢俺｣となっている。
上述した内容をまとめると、｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣の変遷について、
以下の図3を作成する。
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図3 ｢我們｣と｢અ們｣、｢俺們｣の変遷図
3 第二人称複数形および変遷
3. 1 ｢你們｣・｢你毎｣
第二人称複数形は｢你們｣を指す。前文に触れてように、漢語史において、
｢你懣｣、｢你ⵦ｣、｢你門｣という表記も見られる。例を見てみよう。
（55）  Դិাᘗ㨫໻∳ˈ៥ᳱ侀䐘᠔㟇ˈ໽Ϟ໽Ϟএˈ⍋㺵⍋㺵এǄ˄Ǎ咥䶗џ
⬹ǎ˅
（56） ϡ಴Դ⵲⬾Ҏ೼ℸˈབԩ៥⵲ಯग䞠䏃՚Ǆ˄Ǎ唞ᵅ䞢䁲ǎ˅
（57） ᰃᎲЏϡ䰡ˈ䙘ᰃԴ䭔ϡ䰡˛ Ǎ˄㣗ӆ❞࣫㿬ǎˈǍϝᳱ࣫ⲳ᳗㎼ǎ˅
｢你們｣は本来第二人称複数形であるが、単数を指す用例も出てきたことが
ある。たとえば、
（58） Ѳ⠍ᄽܦܼ≦ˈ㗕՚ᚳᝥ㨫Դ䭔ϔןǄ˄Ǎᔉन⢔ܗǎ˅
『金瓶梅詞話』では、｢你們｣と｢你毎｣という2つの表記が見られる。｢你們｣
の用例は69回で、｢你毎｣の用例は159回が見られる。1例の｢你毎｣は誤った例
であるため、ここでは統計に加えない。この例は以下のようなものである。
祝日念道：“應二哥說的是。Դ↢乼᳜䲼ϡ䰏，出二十銀子包錢包着他。你不
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去，落得他自在。”（020/13b/09 ～ 10）
この例では、 ｢風｣と｢月｣が転倒している。訂正すると、以下のセンテンス
になる。
祝日念道：“應二哥說的是。Դ↢乼᳜䲼ϡ䰏，出二十銀子包錢包着他。你不去，
落得他自在。”（020/13b/09 ～ 10）
｢你們｣と｢你毎｣を合わせると、計228回の用例が出てきた。｢你們｣と｢你
毎｣は主語および目的語とすることが主流である。228回のうち、修飾語とし
て使われる｢你們｣は4回しか見られない。224回は主語および目的語として使
われている。
発話者は聞き手に対して｢你們｣と｢你毎｣使うとき、2種類の状況がある。1
つは複数の聞き手に対して使うものである。たとえば、例（59）では、｢你們｣
は｢呉月娘、孟玉楼、李瓶児｣などを指している。例（65）では、｢你毎｣は｢西
門慶、呉銀兒｣を指している。例を見てみよう。
（59）  া㽟┬䞥㫂੠໻ྤᕲᕠ䙝ߎ՚ˈュ䘧 Ā˖៥䁾ᕠ䙝ϡ㽟ˈॳ՚Դץ䛑ᕔࠡ
丁՚њǄā˄ D ̚ ˅
（60）  ԃ⠉䘧 Ā˖䛑ᰃᇣ⊍ఈઘ៥ˈԴץצخᆺњ៥ⱘ䜦њǄᗢⱘᫎԜ˛ā
˄E ̚ ˅
（61）  䗭ឝԃ⠉⫼䜦⹳ᅝϝן䥒ܦˈ䁾 Ā˖៥ܦˈԴץ೼៥᠟㺵ৗܽ䥒Ǆϡৗˈ
ᳯ䑿Ϟাϔ┥Ǆā˄ E ̚ ˅
（62）  ԃ⠉ϡད᥹ϔ丁ˈܽ᠟৘᥹њϔỔˈህৗᅠњǄ䗷ᖭৗњѯᇣ㦰ˈϔᰖ
䴷䛑䗮㋙њˈਠ䘧 Ā˖៥㹿Դץᓘњʽ䜦֓᜶᜶ৗ䙘དˈᗢⱘ☠ⱘᚊϡ䔝
ⱘǄā˄ D ̚ ˅
（63）  ᳜ ࿬䘧 Ā˖䊞㟁㙝ʽ䙘ᬶಋⱘᰃѯ⫮咑ʽԴ↢ㅵⴔ䙷ϔ䭔ܦ˛ᡞ໎ϡ㽟
њǄā˄ D ̚ ˅
（64）  䞥㫂䘧 Ā˖ᴢ໻ྤˈԴ↢㞾এǄ៥ᨬњ丁ˈԴϡⶹ៥ᖗ䞠ϡ㗤✽Ǆ៥བҞ
ⴵгʽ↨ϡⱘԴ↢ᖗᇀ䭥ᬷǄā˄ E ̚ ˅
（65）  ԃ⠉䘧 Ā˖Դ↢䁾ⱘাᚙ䁅ˈᡞ׎↢䗭㺵া主ᯅⴔˈϡ䁾՚䗧䥒䜦ˈгଅ
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ןܦ㟛׎㙑Ǆ׎↢䍋䑿এ㕋Ǆā˄ D ̚ E˅
もう1つは、聞き手が1人である場合、発話者が｢你們｣と｢你毎｣を使って、
｢你｣および｢你｣と関係がある人を指す。たとえば、例（66）では、聞き手は
｢金蓮｣1人で、｢你毎｣は｢你｣と死んだ李瓶児に服を着せていた人たちを指さ
している。例を見てみよう。
（66）  㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖≦ⱘ㚵䂀ˈ᳝⫮ᖗϞҎᖗϟҎ˛ā䞥㫂䘧 Ā˖ᴢ⫊ܦᰃᖗϞ
ⱘˈཊᄤᰃᖗϟⱘˈ׎↢䛑ᰃᖗ໪ⱘҎˈϡϞᭌǄā㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖ᘴᇣ⎿
်ܦˈজ݁䂀ⱑ䘧䍋՚Ǆā಴ଣ Ā˖៥੠Դ䁾ℷ䁅ˈࠡ᮹ᴢ໻ྤ㺱ᾼˈԴ
↢᳓Ҫこњ⫮咑㸷᳡೼䑿ᑩϟ՚˛ā˄ E ̚ D˅
｢你們｣と｢你毎｣を使用して、1人の人物だけを指すこともある。この場合、
聞き手は1人であるべきである。発話者は｢你們｣と｢你毎｣を使って、表面で
｢アナタ｣および｢アナタ｣とある関係を持つほかの人を指しているが、｢アナ
タ｣をはっきり指摘せずに、実際に｢アナタ｣だけを指さしている。このこと
は発話者と聞き手の心理よりはっきり分かるが、傍観者はやはり複数として考
える。このように言うならば、｢你們｣と｢你毎｣が｢アナタ｣を指すという意
味を獲得しているわけではなく、発話者のレトリックとして使われているので
ある。たとえば、例（67）は西門慶と故李瓶児の小間使いの如意児の会話である。
西門慶は如意児と性的関係をもったあと、また同様の関係をもちたいと思っ
ていて、この話をするのである。この｢你毎｣は表面で｢如意児、綉春、迎春｣
を指しているが、実際に｢如意児｣1人を指している。特に、最後に西門慶は
｢你｣と言ったのである。例（68）では、実際には｢你毎｣は｢金蓮｣を指している。
例を見てみる。
（67）জ䀅ϟ㗕ယ Ā˖Դ↢ᰮ໩ㄝ៥՚䗭᠓㺵ⴵǄāབᛣ䘧 Ā˖⠍Ⳳן՚˛ӥઘ׎
↢ⴔʽā㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖䂄ઘԴ՚˛ā˄ D ̚ E˅
（68）  ┬䞥㫂ህᠧ㙑ᕫⶹ㽓䭔ᝊ೼ᴢ⫊ܦ᠓ݙ੠ཊᄤ㗕ယⴵњϔ໰ˈ䍄ࠄᕠ䙞
ᇡ᳜࿬䁾ǄĂĂ᳜࿬䘧 Ā˖Դ↢া㽕ḑ⌒ᬭ៥䁾Ҫ㽕њ⅏њⱘႇ်ᄤˈԴ
↢㚠ഄ໮خདҎܦˈাᡞ៥ড়೼㔌ᑩϟϔ㠀Ǆ៥བҞজخۡᄤઽʽԴ↢
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䁾া主੠Ҫ䁾ˈ៥ᰃϡㅵԴ䗭䭥ᐇǄā˄ D ̚ ˅
3. 2 ｢你們｣・｢你毎｣に対しての歴史的考察
漢語史において、｢你們｣は縮約して、｢ᙼ、恁｣となることがある。｢ᙼ｣
は宋代に出現し、｢恁｣は元代に出現したものである。｢ᙼ、恁｣は口語の様子
を反映していると見なすことができる。例を見てみよう。
（69） ᙼϵןгϡᰃᑇ୘ᑩǄ˄Ǎ࡝ⶹ䘴䃌ᆂ䂓ǎ˅
（70） ⠊↡↢гˈᘕ䛑དᠬ⫳এઅǄ˄Ǎ↎⢫ࢻ໿ǎ˅
『金瓶梅詞話』の中で、このような縮約された｢ᙼ、恁｣は見られない。｢恁｣
という文字は用いられてはいるが、副詞としての用法である。
北方漢語では、明に入ったあと、この｢ᙼ、恁｣は引き続き使われてはいな
いようである。ここで、｢你們｣（｢你毎｣を含む）と｢ᙼ｣（｢恁｣を含む）に関す
る問題について、『元刊雜劇三十種』、『關漢卿戲曲集』、『老乞大』、『翻訳老乞大』、
『金瓶梅詞話』、『醒世姻縁伝』、『聊齋俚曲』、『老乞大新釈』（1761）、『重刊老乞大』
（1795）および『紅楼夢』、『児女英雄伝』のような11種を用い、歴史的考察を行っ
てみる。｢ᙼ、恁｣のある用例は単数を表すが、ここでは一応区別せず、一括
して統計処理をした。結果は表3のとおりである。
表3 ｢你們｣と｢ᙼ｣
作品名 所属 ｢你們｣ ｢ᙼ｣ 備考
『元刊雜劇三十種』 北方官話 6 111 3例の｢ᙼ毎｣を含む
『關漢卿戲曲集』 北方官話 2 48
『老乞大』 北方官話 121 ｢恁｣
『翻訳老乞大』 北方官話 すべて｢你｣となる
『金瓶梅詞話』 中原官話 228
『醒世姻縁伝』 中原官話 213
『聊齋俚曲』 中原官話 1 128
『老乞大新釈』 北方官話 31
『重刊老乞大』 北方官話 28
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『紅楼夢』 北方官話 1009 4 詞曲における｢你們｣を含まらない
『児女英雄伝』 北方官話 429
この表における統計に基づき、図4を作成する。
図4 ｢你們｣、｢ᙼ｣の分布図
表3と図4から見れば、以下のような考え方ができるであろう。
第一、元代において、縮約された｢ᙼ｣はかなり多く、｢你們｣はかなり少な
い。『元刊雜劇三十種』、『關漢卿戲曲集』では、合計で、｢你們｣は8回しか用い
られない。元代では、｢ᙼ｣が主流であったと見なすことができる。
第二、明代では、｢ᙼ｣は継承されていない。『翻訳老乞大』では、『老乞大』
における｢恁｣はすべて｢你｣に書き直されてしまった。これは前文に指摘した
｢俺｣の問題と同様である。｢恁｣が複数を表す場合、｢你｣で書き直すことは
不適当であるのであろうか。例を見てみよう。
（71） 㗕в໻˖ᘕ᮶ᰃྥ㟙ܽྼᓳܘˈᗢ咐⊓䏃〶䁲ϡᓏ䙓˛
㗏䀇㗕в໻˖Դ᮶ᰃྥ㟙ܽྼᓳܘˈᗢ咐⊓䏃〶䁲ϡᓏ䙓˛
『金瓶梅詞話』では、｢ᙼ、恁｣が1回も見られない。日常言語では、この｢ᙼ、
恁｣が消失してしまったのかどうか。これは難問として残されると思う。『醒
世姻縁伝』では、｢你們｣は213回使われ、｢ᙼ｣の用例はゼロである。この結果
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については、理解できないとは言えない。『醒世姻縁伝』の言語はかなり規範的
な言葉であるからである。
清代で、『聊齋俚曲』では、｢ᙼ、恁｣は105回見られ、かなり大量に使われて
いる。『聊齋俚曲』は自然な口語を反映していると見られし、やはり｢ᙼ、恁｣
は中原官話では活発に使用されている。しかし、北方漢語に属する北方官話で
は、｢ᙼ、恁｣はほとんど見えない。『老乞大新釈』、『重刊老乞大』では、『老乞
大』における｢恁｣の一部は『翻訳老乞大』にしたがって、そのまま｢你｣が引き
続けて使われている。一部は｢你們｣で書き直されている。このことから考え
るならば、改編する際、改編者たちは完全に『翻訳老乞大』を参照したのではな
く、『老乞大』、『翻訳老乞大』をも参考にしている可能性が高い。｢你們｣で改
編したところは当然問題ないが、複数を表す場合にそのまま｢你｣を使ってし
まったことは不適当になるだろう。以下｢你們｣と｢你｣で改編した用例をそれ
ぞれ挙げてみる。
｢你們｣
（72） 㗕в໻˖ᘕ໪丁᳈᳝Ԉ⭊咐˛
㗏䀇㗕в໻˖Դ໪丁䙘᳝☿Ԉ咐˛
㗕в໻ᮄ䞜˖Դץ໪丁䙘᳝☿Ԉ咐˛
䞡ߞ㗕в໻˖Դץ໪丁䙘᳝☿Ԉ咐˛
｢你｣
（73） 㗕в໻˖ᅶҎ↢ˈᘕᠧ☿䙷ϡᠧ☿˛
㗏䀇㗕в໻˖ᅶҎץˈԴᠧ☿䙷ϡᠧ☿˛
㗕в໻ᮄ䞜˖ᅶҎץˈԴᠧЁ☿ଞˈϡᠧЁ☿ଞ˛
䞡ߞ㗕в໻˖ᅶҎץˈԴᠧЁ☿ଞˈϡᠧЁ☿ଞ˛
 㗕в໻˖׎ϡᠧ☿ୱ乼䙷⫮咐˛
㗏䀇㗕в໻˖៥ϡᠧ☿ୱ乼䙷˛
㗕в໻ᮄ䞜˖៥ϡᠧЁ☿ୱ乼咐˛
䞡ߞ㗕в໻˖៥ϡᠧЁ☿ୱ乼咐˛
２２２ 言語文化研究 第２９巻 第１号
 㗕в໻˖Դ⮒ᖿخ㨫ѨㅛҎⱘ仃㗙Ǆ
㗏䀇㗕в໻˖Դ⮒ᖿخⴔѨㅛҎⱘ仃ⴔǄ
㗕в໻ᮄ䞜˖䗭咐Դᖿ԰䍋ѨㅛҎⱘ仃՚Ǆ
䞡ߞ㗕в໻˖䗭咐Դᖿ԰ѨㅛҎⱘ仃՚Ǆ
 㗕в໻˖ᘕ୿⫮咐仃˛
㗏䀇㗕в໻˖Դ୿⫮咐仃˛
㗕в໻ᮄ䞜˖Դৗ⫮咐仃˛
䞡ߞ㗕в໻˖Դ୿⫮咐仃˛
 㗕в໻˖׎ѨㅛҎˈᠧ㨫ϝ᭸咎ⱘ仴㗙ˈ׎㞾䊋ϟ仃এǄ
㗏䀇㗕в໻˖៥ѨㅛҎˈᠧⴔϝ᭸咎ⱘ仴ⴔˈ៥㞾䊋ϟ仃এǄ
㗕в໻ᮄ䞜˖៥ѨㅛҎˈᠧϝ᭸咎ⱘ以以ˈ៥㞾এ䊋ϟ仃㦰Ǆ
䞡ߞ㗕в໻˖៥ѨㅛҎˈᠧϝ᭸咎ⱘ以以ˈ៥㞾এ䊋ϟ仃㦰Ǆ
『紅楼夢』では、｢你們｣の用例は1009回で、｢ᙼ｣は4回である。この4回はや
はり詞曲で用いられたものである。『児女英雄伝』では、第二人称複数形はすべ
て｢你們｣で表し、｢ᙼ｣の用例はゼロである。
現在の北方官話（北京方言）の中でも、第二人称複数形は｢你們｣で表す。｢ᙼ、
恁｣はなくなった。現在使われている｢ᙼ｣は縮約された｢ᙼ、恁｣とは関係な
いと言える。
現在の蘭陵方言では、｢你們｣は｢ᙼ｣になってしまった。｢ᙼ｣の発音は[Q
U HQ]
である、｢你們｣とは絶対に言わない。｢你們｣と言えば、気取った話しぶりと
なり、きっとあざ笑われることとなろう。2つの｢ᙼ｣の用例を見てみる。
（74） ᙼ䍩໮અ՚гˈ䁾њ䛑ᖿञᑈњ
（75） ៥জϡৗᙼⱘˈ㌺៥ⳟⳟᗢⱘ"
上述した内容をまとめ、｢你們｣の変遷について、以下の図5を作成する。疑
問のある場合、｢？ ｣をつける。
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図5 ｢你們｣の変遷図
4 第三人称複数形および変遷
第三人称複数形は｢他們｣を指す。｢他們｣は発話者と聞き手の以外の第三者
らを表す。発話者と聞き手とが会話をするに先立って、この第三者らは知られ
ていなければならない。
4. 1 ｢他們｣の使用方法
『金瓶梅詞話』では、第三者複数形は｢他們｣、｢他毎｣を使って表記する。
｢他們｣の用例は24回で、｢他毎｣は48回である。｢他們｣、｢他毎｣を使って第
三者らを指しているケースは、3種類に分けられる。
まず、前文に触れた第三者らを指す。たとえば、例（76）では、西門慶は前に
｢文嫂兒｣と｢薛嫂兒｣に触れて、婆子はそれに沿って、｢他們｣を使って｢文嫂
兒｣と｢薛嫂兒｣を指している。例（77）では、｢他毎｣を使って、｢秋菊｣、｢春
梅｣を指している。
（76）  ယᄤજજュ䘧 Ā˖㗕䑿ઘ໻ᅬҎ㗡ᄤǄ׎䗭ၦҎץ䛑ᰃ⢫࿬仞ϟ՚ⱘǄҪ
ץ䁾㽾ᰖজ≵៥ˈخ៤ⱘ❳仃ܦˈᗢ㚃ᨁϞ㗕䑿ϔߚǄᐌ㿔䘧˖⭊㸠ঁ
⭊㸠Ǆā˄ E ̚ ˅
（77）  ᚴ㫂䘧 Ā˖⾟㦞ᥗഄઽˈ᯹ṙྤ೼䙷㺵ẇ丁ઽʽā䞥㫂䘧 Ā˖Դ߹㽕ㅵ
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Ҫˈϳⴔ㕋ǄѺⱐㄝҪ↢՚ᣒᥛˈℾ䐘┥㝇ⱘˈ≦ⱘሩ∮њ႖ᄤⱘ᠟Ǆā
˄E ̚ ˅
次に、発話者と聞き手にとって、前もっては触れられていないが、既知であ
る第三者らを指さしている場合がある。その第三者に対して、発話者と聞き手
は暗黙に了解している。たとえば、例（78）では、西門慶は金蓮に対して、｢他
毎｣を使った。前もっては触れてはいないが、この｢他毎｣が｢應伯爵｣などの
人たちであることを二人はよく分かっている。
（78）  㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖Դץ䛑೼㢅ᆊৗ䜦ˈ៥੠Ҫ↢➜Ꮦ㺵䍄њಲ՚ˈৠᕗ㺵䙝ৗ
䜦䘢ϔ໰ǄҞ᮹ᇣᒱ᥹এˈ៥ᠡ՚ᆊǄā˄ E ̚ ˅
最後に、直接に人を指す名詞のあとに｢他們｣を付けて、名詞が表す第三者
らを指している。よく使われる名詞は人名、呼称詞のようなものである。この
場合、1人を表す名詞或いは二人以上の人を表す名詞を出して｢他們｣をつける
ことができる。例を見てみる。
（79）  䞥㫂䘧 Ā˖໻ྤྤҪ↢໮᳝㸷㻇こˈ៥㗕䘧া㞾ⶹᭌⱘ䙷ᑒӊᄤˈ≦ӊད
⭊ⴐⱘǄā˄ D ̚ ˅
（80）  г᳝⥝ㅆҪ↢ˈԴ᥼៥ǃ៥ᠧԴˈ䷥៤ϔพˈᇡⴔ⥟ܿ䲠⠭䴆ఈⱘˈ⢖
ⱘ᳝ѯ㼊ܦгˈᗢⱘ˛˄D ̚ ˅
（81）  㽓䭔ᝊ䘧 Ā˖៥ϡএњǄ⍜ϔಬ៥ᕔࠡ䙝ⳟⴔྤ໿ᆿњᏪܦⱐᏪܦএǄ
कѨ᮹䂟਼㦞䒦ǃ㤞फያǃԩ໻ҎҪ↢ⴒᅬᅶৗ䜦Ǆā˄ D ̚
˅
『金瓶梅詞話』では、｢他們｣が使用される用例もある。｢他們｣を使って、第
三者らを指さずに、｢他們｣における第三者を特定しないケースである。たと
えば、例（82）では、呉月娘が言った｢他們｣は李嬌児、孟玉楼、潘金蓮、李瓶
児、孫雪娥などの任意の1人を指している。
（82）  ᳜ ࿬䘧 Ā˖Ҫ⠍ৗ䜦՚ᆊˈࠄ៥ሟ䞠Ǆ㑨ᕫ㛿㸷㻇ˈ៥䁾 þ˖ԴᕔҪ↢ሟ
䞠এ㕋ʽ៥ᖗ㺵ϡ㞾೼ǄҪ㑨ᕔԴ䗭䙝՚њǄÿā˄ E ̚ ˅
｢他們｣と｢他毎｣とは、あわせると72回見られる。そのうち71回は会話文で
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使われ、1回のみ地の文で使われる。語り手は聴衆や聞き手を想定して、この
｢他毎｣を使って、投獄されている｢車淡｣などの父を指している。例を見てみ
よう。
（83） 䙷ԃ⠉ᕫњ䗭⍜ᙃˈᗹᗹ䍄এಬҪ↢䁅এњǄ˄ D ̚ ˅
現在の蘭陵方言では、｢他們｣は使われているが、使用頻度はかなり低い。
実際に、『金瓶梅詞話』でも、｢他們｣の用例数かなり少ない。蘭陵方言におけ
る｢他們｣の発音は[ta214―412・m en]で、軽声の前に置く｢他｣は陰平から去声に
変化してくる。この発音は蘭陵方言の音韻体系に合わない。蘭陵方言における
｢他｣の発音は[ta44]で、陰平ではなく、上声に属する。蘭陵方言の連読音変規
則によると、｢他們｣は[ta44―214・m en]にするべきであるが、このようには発音
しない。この視点からするならば、蘭陵方言における｢他們｣は北方官話から
伝わってきたと推測することができる。北方官話における｢他們｣の中の｢他｣
はまさに陰平にする。蘭陵方言はこの｢他們｣を借り、｢他｣を陰平として、軽
声の前の位置にあるゆえ去声に変調したものであろう。蘭陵方言は自分自身で
[ta214―412・m«n]という形を生成することはありえない。したがって、蘭陵
方言の｢他們｣は北方官話からの外来語だと見なすことができるのである。
4. 2 ｢他們｣の分布
『金瓶梅詞話』では、｢他們｣の用例は72回で、｢અ們｣、｢俺們｣と比べると、
やはり相当少ないようで、大体｢我們｣と同じレベルにある。第一、二、三人
称代名詞複数形は体系としては存在するのであるが、数量からするならば、
｢他們｣は使用回数が少なく、その意味ではバランスを欠くようである。現在
の蘭陵方言における「他們」の状況は上記の通りであるが、ほかの作品における
｢他們｣はどのような使用状況であろうか。ここで、『金瓶梅詞話』、『醒世姻縁
伝』、『聊齋俚曲』、『紅楼夢』、『児女英雄伝』における｢他們｣の使用回数を比べ
てみる。｢他們｣の使用状況は以下の表4の通りである。
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表4 ｢他們｣の分布表
作品名 所属 ｢他們｣ 備考
『金瓶梅詞話』 中原官話 72
『醒世姻縁伝』 中原官話 161
『聊齋俚曲』 中原官話 3
『紅楼夢』 北方官話 898 詞曲における｢他們｣を含まらない
『児女英雄伝』 北方官話 250
5 結論
すでに触れた第一人称複数形の｢我們｣、｢અ們｣、｢俺們｣、第二人称複数形
｢你們｣を加えて、第一、二、三人称複数形の用例数量を合わせて、以下の表
12を作成する。『聊齋俚曲』では、｢ᙼ｣が加わる。
表4 ｢我們｣、｢你們｣、｢他們｣、｢અ們｣、｢俺們｣の分布表
作品名 所属 ｢我們｣ ｢你們｣ ｢他們｣ ｢અ們｣ ｢俺們｣
『金瓶梅詞話』 中原官話 51 228 72 378 388
『醒世姻縁伝』 中原官話 339 213 161 365 30
『聊齋俚曲』 中原官話 0 129 3 292 307
『紅楼夢』 北方官話 1226 1009 898 607 2
『児女英雄伝』 北方官話 449 429 250 312 2
この表に基づき、以下の図6を作成する。
図6 ｢我們｣、｢你們｣、｢他們｣、｢અ們｣、｢俺們｣の分布図
中国語における人称代名詞複数形体系の成立について ２２７
表4と図6から見ると、『金瓶梅詞話』と『聊齋俚曲』では、人称代名詞複数形体
系は第一、二人称に分けられ、第一人称複数形は｢包括形｣と｢除外形｣に分け
られる。第三人称複数形としての｢他們｣も使いはじめられている。『醒世姻縁
伝』、『紅楼夢』、『児女英雄伝』では、人称代名詞複数形体系における第一、二、
三人称複数形としての｢我們｣、｢你們｣、｢他們｣が鼎立する様相を呈すること
となった。また、口語では、｢અ們｣は引き続き使われ続けるのである。
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